
集合写真・開会式後

■実施日：2019年３月14日(日)　 ■天　候：晴れ ■場　所：成田市中台運動公園　球技場　

■主　催：成田市サッカー協会 ■主　管：成田市サッカー協会　女子部 ■共　催：成田市スポーツ協会

■協　賛：株式会社　Good Work　Japan ■参加資格：満12歳以上で構成されたチームであること

【結果】優勝：ホームのオール成田、準優勝：国際武道大女子サッカー部、３位：鹿島じろっち、第４位（敢闘賞）：東金アッテーボ

■閉会式での大会スポンサー挨拶　Good Work Japan：山田様 ■大会会長：宇野（市協会会長）■表彰式でのオール成田の面々

■優勝：オール成田、国際武道大相手に１点を死守して優勝なる ■準優勝：国際武道大女子サッカー部

■敢闘賞：東金ATTIVO　全三戦を元気いっぱいに戦った ■第３位：鹿島じろっち、9名で3戦戦い抜いた

2016年度に第１回大会を開催してから４回目（昨年度大会は新型コロナの為中止）になります。参加条件をU12以上
ミセスとし、主にレディースながら女子全世代が対象となるのが特徴の大会です。

新型コロナ感染対策として受付時の体温測定や消毒、極力マスク直用を徹底しましたが、新形コロナの影響もあり、市
内高校女子サッカー部の参加はありませんでしたが、それでもオール成田以外に、大会常連の東金アッテーボ、勝浦か
ら国際武道大、鹿島から鹿島じろっちが参加してくれました。

うなり君カップ争奪　Good Work　Japan　

第４回　 女子サッカー大会　(大会概要・結果)

レディース（.U15.U18.O18） 女子サッカー大会

＜大会開催に際して＞　県民大会への強化の一環としてスタートしたこの大会も、近年は成田地区でのこの世代の
（サッカー）できる場の向上の他、サッカー女子選手発掘の場の期待も強くなってきました。



【試合結果】

1 5 0 7 0 2

5 1 1 0 0 0

7 0 0 1 2 0

2 0 0 0 0 2 ■成田（渡邊）が相手守備陣を振り切り先制

背番 位置

GK 野口　瑞穂

DF 山田　空美

DF 岩田　夕那

DF 佐藤　碧海

DF 山崎　友華

DF 米田　李奈

MF 飯田　玲菜

MF 荒井　佳穂

MF 渡邊　菜摘

MF 横川　絵里

MF 野口　陽春

FW 平野　泰波

FW 岩田　陽那

FW 窪谷　香凜

GK 佐藤　彰子 ■今日のALL成田イレブン、中学生３人含むフレッシュ面々 ■国際武道大のFW陣の分厚い攻め

■競合いながらのボールキープ争い ■敵ゴール前の攻防、CKで競り合う ■GK佐藤のファインセーブでピンチをしのぐ

■武道大対東金ATTIVO ■鹿島じろっち対ALL成田戦、初戦で動きもフレッシュ、互いに譲らず0－0
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うなり君カップ争奪　Good Work Japan
　第４回　女子サッカー大会　(試合結果)

（レディース・U18・U15 女子サッカー大会）
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■後半は飯田選手とGK佐藤選手を残してメンバー総入れ替えで臨みます。岩田陽那・夕那（中学生）コンビもピッチ立ちまし
た。武道大も早い時間帯に追いつきたいのか守備の底から両サイドにいきなり供給する攻めで手間暇かけずゴールに迫り、何度も
危険なシュートシーンが連続します。そのたびにGK佐藤選手のファインセーブがチームを救います。（写真下）

■前半13分　前半立ち上がりから武道大の攻撃をALL成田が受ける形で進む中、成田に絶好の得点機が訪れます。武道大の鉄壁
の守備陣が一瞬薄くなったのを見逃さず、渡邊選手が相手を脚で抜き、GK位置を冷静に見てゴール左隅に決めて待望の先制点を
決めます。（写真上）その後、武道大の波状攻撃を受けますが、ALL成田もSB山田選手を中心に得点を許さず、１－０のまま折
り返します。

【ALL成田　対　国際武道大】優勝を目指すALL成田は２戦を終えて勝点４、対して最終戦の相手は勝点６の国際武道大。初戦
でＡＬＬ成田が引き分けた鹿島じろっちを、２－０で下している強豪ですが、優勝には勝つしかありません。
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■ALL成田の玲菜を中心に耐える時間が続きます、中盤のプレスも効いてゴールを許しません。ラスト４分でSBを山田選手に変
えて猛攻に備えます。結局、最後までゴールを割らせず、ＡＬＬ成田が２勝１分（勝点７）で優勝となりました。
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■ALL成田・武道大とも布陣は3-3-1◆武道大は前に手数をかけてALL成田守備陣の裏を突く戦術のようです。
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